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大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま

で
研
究
の
成
果
を
旧
江
戸
川
乱
歩
邸
に
て
展

示
と
い
う
形
で
発
表
し
て
き
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、
二
〇

二
〇
年
は
ネ
ッ
ト
上
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。遠

方
の
方
々
に
も
ご
自
宅
で
乱
歩
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
い
機
会
だ
と
い
う

こ
と
で
、
本
稿
で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
展
示
に
つ
い

て
観
覧
の
手
引
き
と
な
る
よ
う
な
解
説
お
よ

び
展
示
の
概
要
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

「
捕
物
帳
の
作
家
た
ち
～
捕
物
作
家
ク
ラ

ブ
」
展
は
、
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
の
発
足
経
緯

や
活
動
内
容
の
面
白
さ
、
ク
ラ
ブ
会
員
や
そ

の
作
品
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
様
相
な
ど
、

戦
後
に
隆
盛
し
た
「
捕
物
帳
」
を
軸
と
す
る

社
会
現
象
を
伝
え
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

大
き
く
四
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
「
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
と
江
戸

川
乱
歩
に
つ
い
て
」
で
は
、昭
和
二
十
二
（
一

九
四
七
）
年
七
月
七
日
の
ク
ラ
ブ
発
足
を
軸

に
、
乱
歩
と
同
ク
ラ
ブ
と
の
関
係
を
示
し
て

い
ま
す
。　

時
代
を
江
戸
に
設
定
し
た
、い
わ
ゆ
る「
捕

物
帳
」
を
書
い
た
こ
と
が
な
い
乱
歩
が
捕
物

作
家
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
関
わ
っ
た
の
は
、
一

種
の
反
発
心
か
ら
で
し
た
。

昭
和
二
十
（
一
九
五
〇
）
年
に
探
偵
作
家

ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
際
、
捕
物
作
家
た
ち

は
会
員
の
資
格
が
な
い
と
除
外
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
捕
物
帳
が
本
格
的
な
探
偵
小
説

で
は
な
く
、「
変
格
探
偵
小
説
」
で
あ
る
と

し
て
軽
視
し
て
い
た
反
対
派
の
意
見
に
よ
る

決
定
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
古
典
の
収
拾
を

通
し
て
捕
物
帳
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
乱

歩
は
、
そ
の
決
定
に
違
和
感
を
覚
え
、
作
家

は
も
と
よ
り
挿
絵
画
家
な
ど
も
含
め
た
ジ
ャ

ン
ル
横
断
的
な
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
の
設
立
を

企
図
し
ま
し
た
。
会
長
の
野
村
胡
堂
、
副
会

長
の
土
師
清
二
等
の
名
前
が
表
紙
に
記
さ
れ

た
会
員
住
所
録
は
、
そ
の
特
徴
が
一
目
に
わ

か
る
資
料
で
す
。

§
１
「
山
手
樹
一
郎
と
〝
明
朗
闊
達
”
な

遠
山
の
金
さ
ん
」
で
は
、
ク
ラ
ブ
会
員
の
中

で
、
一
番
の
売
れ
っ
子
で
あ
っ
た
山
手
樹
一

郎
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
昭
和
十
四
（
一

九
三
九
）
年
、「
桃
太
郎
侍
」
で
注
目
を
浴

び
た
も
の
の
、
そ
の
明
朗
闊
達
な
筆
致
が
当

時
の
情
勢
に
そ
ぐ
わ
ず
、
不
遇
を
託
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
シ

ー
ン
が
禁
じ
ら
れ
た
占
領
下
で
は
、
剣
を
振

り
回
さ
な
い
「
夢
介
千
両
み
や
げ
」
や
「
遠

山
の
金
さ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
で
人
気
を
博
し
ま

し
た
。
シ
リ
ー
ズ
一
作
目
の「
ほ
り
も
の
桜
」

を
タ
イ
ト
ル
に
し
た
署
名
入
り
単
行
本
も
現

存
し
て
い
ま
す
。
戦
後
の
時
代
小
説
を
牽
引

し
た
山
手
は
、昭
和
三
十
九（
一
九
六
四
）年
、

改
称
し
た
「
日
本
作
家
ク
ラ
ブ
」
の
会
長
に

就
任
し
、
後
進
の
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

§
２
「
推
理
小
説
作
家　

横
溝
正
史
の
捕

物
帳
」
で
は
、
横
溝
の
捕
物
小
説
「
人
形
佐

七
シ
リ
ー
ズ
」
執
筆
の
背
景
や
、
岡
本
綺
堂

の
『
半
七
捕
物
帳
』
と
映
画
「
佐
平
次
捕
物

帳
」
の
登
場
人
物
か
ら
取
っ
た
名
前
の
由
来

な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
第
一
作
目
は「
羽
子
板
娘
」（〔
昭

和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
〕
で
す
が
、
こ
れ

は
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
の
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
殺

人
事
件
」
の
ト
リ
ッ
ク
を
借
用
し
た
も
の
で

し
た
。
謎
解
き
よ
り
も
「
古
き
良
き
」
江
戸

の
情
景
を
楽
し
む
綺
堂
作
品
と
は
異
な
り
、

こ
の
作
品
は
金
田
一
耕
助
と
い
う
名
探
偵
を

生
み
出
し
た
横
溝
な
ら
で
の
、
探
偵
小
説
的

要
素
の
強
い
捕
物
小
説
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乱
歩
所
有
の
『
春
宵
と
ん
と
ん
と
ん
』
は
、

横
溝
の
サ
イ
ン
入
り
謹
呈
本
で
す
。

捕
物
帳
の
作
家
た
ち
～
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
影
　
山
　
　
亮
／
丹
　
羽
　
み
さ
と

展
示
紹
介

§
１　

山
手
樹
一
郎
『
ほ
り
も
の
櫻
』

山
手
作
品
の
署
名
入
り
短
編
集
。
表
題
作
は

「
遠
山
の
金
さ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
編
。

（
昭
和
二
十
六
年
　
東
方
社
　
個
人
蔵
）
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§
３
「
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
会
長　

野
村
胡

堂
の
交
友
」
で
は
、
乱
歩
に
頼
ま
れ
、
同
ク

ラ
ブ
の
初
代
会
長
を
引
き
受
け
た
野
村
胡
堂

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
胡
堂
は
、
寛
永
通

宝
を
投
げ
て
悪
人
を
成
敗
す
る
銭
形
平
次
の

生
み
の
親
と
し
て
有
名
な
作
家
で
あ
り
、
当

時
も
大
衆
に
人
気
の
あ
る
作
家
で
し
た
。 

　

雑
誌
『
写
真
報
知
』
の
編
集
者
だ
っ
た
頃
、

乱
歩
と
は
『
噫
無
情
』
な
ど
の
翻
訳
を
手
が

け
た
黒
岩
涙
香
の
「
フ
ァ
ン
」
と
し
て
意
気

投
合
し
ま
し
た
。
同
誌
に
は
、
乱
歩
の
「
算

盤
が
恋
を
語
る
話
」「
日
記
帳
」
が
大
正
十

四
（
一
九
二
五
）
年
四
月
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
デ
ビ
ュ
ー
誌
『
新
青
年
』
以

外
で
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
と
な
り

ま
す
。
後
年
、
乱
歩
は
重
複
す
る
涙
香
本
を

気
前
よ
く
胡
堂
に
贈
り
、
胡
堂
は
そ
の
お
返

し
と
し
て
乱
歩
が
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
涙

香
本
を
探
し
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ

に
写
真
の
『
捨
小
舟
』
が
あ
り
ま
す
。 

 　

§
４
「〝
ち
よ
つ
と
珍
し
い
”
捕
物
作
家

ク
ラ
ブ
の
活
動
」
で
は
、
表
題
通
り
、
同
ク

ラ
ブ
の
様
々
な
企
画
に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま

す
。 

　

昭
和
二
十
四
（
一
九
五
四
）
年
に
は
、
浅

草
寺
境
内
に
発
会
記
念
と
し
て
「
半
七
記
念

碑
」
や
三
つ
足
の
青
蛙
神
像
が
建
て
ら
れ
、

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
、
浅
草

花
月
劇
場
で
「
第
４
回
捕
物
ま
つ
り
」
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
乱
歩
は
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
会

長
で
し
た
が
、
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
捕

物
劇
で
は
遠
山
左
衛
門
尉
役
と
な
っ
て
出
演

し
て
い
ま
す
。 

　

そ
れ
ら
の
経
費
は
、
山
手
樹
一
郎
や
村
上

元
三
、
長
田
幹
彦
な
ど
の
会
員
が
リ
レ
ー
形

式
で
綴
っ
た
小
説「
黒
門
町
の
伝
七
捕
物
帳
」

の
売
り
上
げ
や
、
会
員
の
捕
物
小
説
集
『
捕

物
絵
図
』、
ま
た
雑
誌
『
読
切
小
説
集
臨
時

増
刊
号
』
等
へ
の
出
版
斡
旋
手
数
料
か
ら
補

填
し
て
い
ま
し
た
。 

　

捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
は
現
在
、
日
本
作
家
ク

ラ
ブ
と
改
称
し
て
い
ま
す
。
神
田
明
神
境
内

に
あ
る
銭
形
平
次
の
石
碑
に
は
、
発
起
人
と

し
て
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
会
員
だ
っ
た
山
手
樹

一
郎
や
城
昌
幸
な
ど
の
名
前
も
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。 

　
　

影
山
亮
（
さ
い
た
ま
文
学
館
学
芸
員
） 

　
　

丹
羽
み
さ
と
（
立
教
大
学
）　 

§
３　

黒
岩
涙
香
『
捨
小
舟
』

胡
堂
が
神
保
町
の
古
書
店
か
ら
探
し
出
し
、

乱
歩
へ
贈
っ
た
黒
岩
涙
香
本
の
ひ
と
つ
。

（
明
治
二
十
八
年
　
扶
桑
堂
　
　
　
　

立
教
大
学
図
書
館
蔵
）

§
４　

山
手
樹
一
郎
他
『
黒
門
町
傳
七
捕

物
百
話
』

昭
和
二
十
六
年
三
月
～
三
十
五
年
十
月

『
京
都
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
作
品
。
捕

物
作
家
ク
ラ
ブ
会
員
が
リ
レ
ー
形
式
で
書

き
連
ね
て
い
っ
た
作
品
。

（
昭
和
二
十
九
年
　
桃
源
社
　
個
人
蔵
）

§
２ 

横
溝
正
史
『
春
宵
と
ん
と
ん
と
ん
』

人
形
佐
七
全
捕
物
帳
シ
リ
ー
ズ
一
冊
目
。

乱
歩
が
最
晩
年
に
受
け
取
っ
た
横
溝
正

史
の
サ
イ
ン
入
り
謹
呈
本
。

（
昭
和
四
十
年
　
講
談
社
　
　

立
教
大
学
図
書
館
蔵
）


